日本国東京学芸大学と○○国○○大学との大学間交流に関する協定書（参考訳）
　日本国東京学芸大学と○○国○○大学は、両機関の緊密な関係及び相互理解に基づき、高等教育の国際化を目的とし、教育、研究その他の諸活動の分野において学術的及び文化的交流を深めるために大学間交流協定を締結することに合意する。

第１条　両機関は、平等互恵の原則に基づき、すべての関係者にとって望ましくかつ実現可能なプログラム及び活動を作成し促進するものとする。当該プログラム及び活動には、次に挙げるものを含むことができる。

　a.　
教員及び事務職員の交流

　b.　
学生の交流

　c.　
共同研究
　d.　
学術上の知識及び情報の交換
 
e.
両機関で合意を得たその他の交流プログラム及び交流活動
第２条　上記第１条に係るプログラム及び活動の詳細は、両機関が協議の上、覚書に規定するものとする。
第３条　本協定は、署名日より５年間効力を有するものとする。
第４条　本協定は、下記の条件をともに満たした場合にのみ、さらに５年ずつ有効に存続するものとする。
　その際、必要に応じて改定することができる。

（１）遅くとも本協定の満了の６ヶ月前までにいずれか一方の機関が他方の機関に更新の意思のある旨通知すること

（２）本協定の満了までに正式の権限を付与された両機関の代表者が署名した文書で相互に合意すること
第５条　いずれの機関も、一方的に本協定を終了したい場合は、６ヶ月前までに書面により他方の機関に本協定を終了する旨通知を行うものとする。
第６条　上記第４条及び第５条の条件を満たさない場合、本協定は期間の満了により自動的に失効するものとする。
第７条　本協定は、英語文で２部作成され、ともに等しく正文とし、各機関が１部ずつ保管するものとする。
	　　　　　年　　　　月　　　　日
	　　　　　　　　　　　　　　
	　　　年　　　　月　　　　日

	東京学芸大学
学長
出口　利定
	
	○○大学
学長
○○○○

	
	
	

	
	
	


